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常温におけるKr気体中の電子の特性エネルギーを, 306-1096torrの間の種々の圧力の

もとで,換算電場E/N(E:電場の強さ, N:分子数密度 )が0.006Tdから0.2Tdまでの

範囲にわたり, Townsend法を用いて約 10%の測定精度で測定したo

Kr原子の電子に対する運動量移行断面積として従来報告されている値から求めた特性エネ

ルギーの計算結果と比較すると,本測定結果はE/N～<0･08Tdではかなり小さく,それ以上

のE/Nでは逆に多少大きい.

本測定結果を再現できる運動量移行断面積曲線の Ramsauer極小の位置は従来の推定値より

もやや(約0.2-0.3eV)高エネルギー側にずれていることがわかった｡
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